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⼦ども・⼦育て⽀援事業計画における「量の⾒込み」の算出について 
 
３．市域全体の⼈⼝推計（令和 6 年度〜令和１１年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇⼩学校就学前（令和５年度は実績値、以下同じ） 
 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－２ 

※コーホート変化率法に基づき推計 
過去における実績⼈⼝の動勢から「変化率」を求め、それに基づき将来⼈⼝を推計する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0 歳児については、直近 5 年間の⼥性⼦ども⽐率（出⽣数/15~49 歳⼥性⼈⼝）の平均値を、 
各年の 15〜49 歳推計⼥性⼈⼝に掛け合わせ推計 

児童年齢 令和元年 令和2年 令和3年
0歳児 764 731 741
1歳児 808 813 805
2歳児 860 798 873
3歳児 896 889 823
4歳児 936 884 899
5歳児 851 942 876

ｎ歳⇒n+1 歳 の変化率を算出 
直近 5 か年分の平均値を、令和 5 年度
の実績⼈⼝に掛け合わせ推計 
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令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

0歳 3,530 3,668 3,620 3,583 3,558 3,528 3,502

1歳 3,713 3,497 3,628 3,580 3,543 3,518 3,488

2歳 3,666 3,634 3,428 3,549 3,501 3,464 3,439

3歳 3,659 3,590 3,555 3,360 3,473 3,425 3,388

4歳 3,873 3,615 3,550 3,512 3,327 3,433 3,385

5歳 3,736 3,844 3,590 3,529 3,488 3,307 3,410

合計 22,177 21,848 21,371 21,113 20,890 20,675 20,612



2 

 

3,600

3,650

3,700

3,750

3,800

3,850

3,900

3,950

4,000

4,050

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

12歳 3,765 3,802 3,753 3,693 3,727 3,995 3,878

13歳 3,770 3,795 3,818 3,768 3,709 3,740 4,011

14歳 3,913 3,785 3,800 3,824 3,774 3,715 3,745

15歳 3,875 3,906 3,776 3,792 3,816 3,765 3,707

16歳 3,652 3,845 3,880 3,748 3,765 3,788 3,737

17歳 3,939 3,645 3,842 3,876 3,745 3,761 3,785

合計 22,914 22,778 22,869 22,701 22,536 22,764 22,863

〇⼩学⽣（6 歳〜11 歳） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇中学⽣以降（12 歳〜17 歳） 
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令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

6歳 3,903 3,801 3,679 3,787 3,541 3,485 3,442

7歳 4,003 3,908 3,801 3,679 3,788 3,543 3,491

8歳 3,727 4,001 3,884 3,776 3,657 3,765 3,522

9歳 3,697 3,735 3,999 3,884 3,777 3,658 3,770

10歳 3,738 3,699 3,732 3,998 3,883 3,777 3,659

11歳 3,807 3,767 3,707 3,740 4,008 3,891 3,786

合計 22,875 22,911 22,802 22,864 22,654 22,119 21,670
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４．「量の⾒込み」の算出結果 
（１）教育・保育 
  ■ 北部地域 
  ・ニーズ調査からの量の⾒込み 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
3 号認定 
（0 歳） 394 391 388 388 387 
3 号認定 

（1,2 歳） 735 725 719 714 711 
2 号認定 

(教育ニーズ) 170 170 168 168 168 
2 号認定 
（その他） 1,597 1,600 1,576 1,558 1,540 

1 号認定 947 948 934 923 913 
  ・直近実績値  

令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 
3 号認定 
（0 歳） 132 136 129 168   

3 号認定 
（1,2 歳） 764 726 749 981   

2 号認定 1,116 1,039 1,061 1,299   
1 号認定 1,611 1,192 1,418 1,375   

 
 〇補正の⽅向性 
  ☑ 3 号認定(0 歳)  ⇒ ニーズ調査において、1 歳まで育休を取得する予定、と答えた世帯を補正 
  ☑ 3 号認定(1,2 歳)⇒ 両親とも就労している世帯において、利⽤希望率が実際の利⽤率を下回っていた 

ため、実際の利⽤率をもとに補正 
  ☑ 2 号認定(教育ニーズ)⇒ 預かり保育の実績値を参考に補正 
  ☑ 2 号認定(その他)   ⇒ 上記教育ニーズの変更に合わせ補正 
   ・補正後 量の⾒込み 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
3 号認定 
（0 歳） 229 227 225 225 224 
3 号認定 

（1,2 歳） 1,048 1,034 1,025 1,018 1,014 
2 号認定 

(教育ニーズ) 256 253 250 247 244 
2 号認定 
（その他） 1,511 1,517 1,494 1,479 1,464 
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■ 中部地域 
  ・ニーズ調査からの量の⾒込み 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
3 号認定 
（0 歳） 

1,029 1,017 1,011 1,001 991 

3 号認定 
（1,2 歳） 

1,512 1,521 1,499 1,485 1,473 

2 号認定 
(教育ニーズ) 

193 188 184 182 182 

2 号認定 
（その他） 

2,950 2,871 2,813 2,781 2,778 

1 号認定 1,370 1,333 1,306 1,291 1,289 
  ・直近実績値  

令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 
3 号認定 
（0 歳） 351 364 325 331   

3 号認定 
（1,2 歳） 1,894 1,990 2,107 2,040   

2 号認定 2,291 2,435 2,667 2,618   
1 号認定 2,282 1,699 1,757 1,579   

 
 〇補正の⽅向性 
  ☑ 3 号認定(0 歳)  ⇒ ニーズ調査において、1 歳まで育休を取得する予定、と答えた世帯を補正 
  ☑ 3 号認定(1,2 歳)⇒ 両親とも就労している世帯において、利⽤希望率が実際の利⽤率を下回っていた 

ため、実際の利⽤率をもとに補正 
  ☑ 2 号認定(教育ニーズ)⇒ 預かり保育の実績値を参考に補正 
  ☑ 2 号認定(その他)   ⇒ 上記教育ニーズの変更に合わせ補正 
   ・補正後 量の⾒込み 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
3 号認定 
（0 歳） 597 590 586 581 575 
3 号認定 

（1,2 歳） 2,098 2,111 2,080 2,061 2,044 
2 号認定 

(教育ニーズ) 
409 396 384 372 360 

2 号認定 
（その他） 

2,734 2,663 2,613 2,591 2,600 
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■ 南部地域 
  ・ニーズ調査からの量の⾒込み 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
3 号認定 
（0 歳） 815 807 801 792 786 
3 号認定 

（1,2 歳） 1,163 1,200 1,187 1,176 1,164 
2 号認定 

(教育ニーズ) 54 52 52 51 52 
2 号認定 
（その他） 2,326 2,207 2,218 2,189 2,225 

1 号認定 955 906 910 898 913 
  ・直近実績値  

令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 
3 号認定 
（0 歳） 291 265 245 231   

3 号認定 
（1,2 歳） 1,466 1,502 1,514 1,548   

2 号認定 2,078 2,145 2,267 2,317   
1 号認定 1,295 1,161 886 975   

 
 〇補正の⽅向性 
  ☑ 3 号認定(0 歳)  ⇒ ニーズ調査において、1 歳まで育休を取得する予定、と答えた世帯を補正 
  ☑ 3 号認定(1,2 歳)⇒ 両親とも就労している世帯において、利⽤希望率が実際の利⽤率を下回っていた 

ため、実際の利⽤率をもとに補正 
  ☑ 2 号認定(教育ニーズ)⇒ 預かり保育の実績値を参考に補正 
  ☑ 2 号認定(その他)   ⇒ 上記教育ニーズの変更に合わせ補正 
   ・補正後 量の⾒込み 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
3 号認定 
（0 歳） 473 468 465 459 456 
3 号認定 

（1,2 歳） 1,672 1,725 1,706 1,690 1,673 
2 号認定 

(教育ニーズ) 319 303 287 272 258 
2 号認定 
（その他） 2,061 1,956 1,983 1,968 2,019 
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（２）利⽤者⽀援事業  ※箇所数 
  ・ ニーズ調査によらず算出 
   〇特定型 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
2 2 2 2 2 

   〇こども家庭センター型 
令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

１ １ １ １ 1 
 
（３）時間外保育事業 ※1 ⽇当たり利⽤者数 

・ニーズ調査から算出 ⇒補正せず 
令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

4,146 4,096 4,052 4,011 3,998 
 
（４）放課後児童健全育成事業 ※利⽤者数 
  ・ニーズ調査からの量の⾒込み 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
１年⽣ 1,810 1,693 1,666 1,645 1,563 
2 年⽣ 1,244 1,281 1,198 1,181 1,165 
3 年⽣ 1,403 1,359 1,399 1,309 1,290 
4 年⽣ 829 806 781 805 753 
５年⽣ 253 246 239 232 239 
6 年⽣ 71 76 74 72 70 
合計 5,611 5,461 5,357 5,243 5,079 

  ・令和 6 年度実績値 
 令和６年度 

１年⽣ 1,676 
2 年⽣ 1,546 
3 年⽣ 1,279 
4 年⽣ 804 
５年⽣ 241 
6 年⽣ 94 
合計 5,640 
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〇補正の⽅向性 
  ⼀部実績値との乖離があることから、既存の施設の利⽤率等から量の⾒込みを算出 
 ・補正後 量の⾒込み 

 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
１年⽣ 1,781 1,683 1,659 1,624 1,577 
2 年⽣ 1,573 1,632 1,541 1,515 1,487 
3 年⽣ 1,354 1,340 1,385 1,300 1,284 
4 年⽣ 974 983 948 987 922 
５年⽣ 519 503 496 480 498 
6 年⽣ 220 235 228 225 218 
合計 6,421 6,376 6,257 6,131 5,986 

 
 
（５）⼦育て短期⽀援事業 ※年間延利⽤者数 

・ニーズ調査からの量の⾒込み 
令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

44,119 43,586 43,126 42,682 42,552 
  《現状︓令和 4 年度延利⽤者数︓639 ⼈》 
 

〇補正の⽅向性 
   直近令和４年度の 0~17 歳⼈⼝における、ショートステイ事業登録児童⽐率 0.19%を推計⼈⼝に乗じ、 

児童平均利⽤⽇数 11 ⽇を乗じて補正 
  ・補正後 量の⾒込み 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
1,401 1,394 1,381 1,370 1,362 

   
 
（６）乳児家庭全⼾訪問事業 
   ・ニーズ調査によらず、⼈⼝推計における 0 歳児出⽣⾒込み数を量の⾒込みとする。 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
3,620 3,583 3,558 3,528 3,502 

 
（７）養育⽀援訪問事業 ※訪問件数 
  ・ニーズ調査によらず、実績値から算定 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
6 件 6 件 6 件 6 件 6 件 
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（８）地域⼦育て⽀援拠点事業 ※⽉間延利⽤者数 
・ニーズ調査からの量の⾒込み 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
41,369 41,509 41,082 40,726 40,412 

    《現状︓令和４年度 1 ⽉当たり利⽤者平均数 15,972 ⼈》 
 

〇補正の⽅向性 
   両親ともに就労世帯について、⽉間 6.6 回の利⽤希望となっていることから、実績等から⽉ 4 回に補正 
  ・補正後 量の⾒込み 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
25,049 25,134 24,875 24,660 24,469 

 
（９）⼀時預かり事業 ※年間延利⽤者数 
  ■幼稚園型 ⇒補正なし 
   ①1 号認定による利⽤ 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
33,481 32,561 32,207 31,822 31,879 

 ②2 号認定による利⽤ 
令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

93,308 90,743 89,757 88,684 88,841 

    《現状︓令和 4 年度延利⽤者数︓65,590 ⼈》 
 

■幼稚園型以外 
令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

52,568 52,894 52,450 51,903 51,468 
《現状︓令和４度延利⽤者数︓15,154 ⼈》 
 

〇補正の⽅向性 
   保育所等利⽤者の⼀時預かり事業の利⽤希望に関し、実際の利⽤は現実的ではないことから補正 
  ・補正後 量の⾒込み 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
31,015 31,207 30,946 30,622 30,366 
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（１０）病児・病後児保育事業 ※年間延利⽤者数 
  ・ニーズ調査からの量の⾒込み  

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
47,579 47,035 46,403 45,824 45,478 

《現状︓令和４年度延利⽤者数︓514 ⼈》 
 

  〇補正の⽅向性 
    家庭類型のうち両親フルタイム世帯及び⽗(⺟)親フルタイム×⺟(⽗)親パートタイム世帯の利⽤意向率を 

希望から実利⽤率に変更 
フルタイム×フルタイム ︓40%⇒6.6%        
フルタイム×パートタイム︓33%⇒2.8% 

・補正後 量の⾒込み 
令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

6,139 6,050 5,976 5,887 5,840 
 

（１１）ファミリー・サポート・センター事業（⼦育て援助活動⽀援事業）（就学児） ※年間延利⽤者数 
   ・ニーズ調査からの量の⾒込み 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
21,581 21,333 20,851 20,389 19,897 

《現状︓令和４年度延利⽤者数︓14,113 ⼈》 
 
（１２）妊婦健康診査事業 ※年間延利⽤者数 
   ・ニーズ調査によらず、出⽣⾒込数×平均受診回数１２回にて算出 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
43,440 42,996 42,696 42,336 42,024 

《現状︓令和４年度延利⽤者数︓43,764 ⼈》 
 
（１３）【新規】⼦育て世帯訪問事業 ※年間利⽤⼈数 
  〇量の⾒込み設定の⽅向性 
   令和 2 年度〜5 年度の産後家庭ホームヘルプの平均利⽤世帯数 120 世帯 × 産後家庭ホームヘルプ 

利⽤時間上限 30 時間を 1 回 2 時間として 15 ⽇＝1800 ⼈⽇とする 
令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 
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（１４）【新規】児童育成⽀援拠点事業 ※年間利⽤⼈数 
 〇量の⾒込み設定の⽅向性 

   令和 6 年 3 ⽉末の 6 歳以上の要保護児童数 約 300 ⼈。担当ケースのうち本事業が必要であると 
思われる児童数の割合が 10％であるため、300×0.1＝30 ⼈とする 

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
30 30 30 30 30 

  
（１５）【新規】親⼦関係形成⽀援事業 ※年間利⽤⼈数 
  〇量の⾒込み設定の⽅向性 
   令和 6 年 3 ⽉末の要保護児童世帯数 約 300 世帯。担当ケースの内、本事業が必要であると思われる 

世帯の割合が 14％であるため、300×0.14＝42≒40 世帯とする。 
令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

40 40 40 40 40 
  
 


